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日本地域におけるコメツキムシ科の分類学的覚書 (II) *
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(6) Athous testaceipennis MIwAの正体
Athous testaceLpennls MIwAは, 松村博士に
よってSapporoで採集された2 1 に基づい
て, 1928年に記載されたコメッキムシである. 本
種は, のちに MIwA (1934) により Corymbi tes
属のNeopristi -
1ophus lfll属に移
され f一力', その後

1の記録はまったく
なく , その正体に
ついてはまったく
イ、明であった. 大
平 (1970) は, 日
本のコメッキムシ
のシリーズの中で
本種について触れ,
クロ ヒラ タ コメ ッ

キ 属 Ca iambus
に所属するもので
はないかと推定し
たが, 岸 (1985) ,

'

はMIwA (1928)
の記載文などか
ら判断して , 本 13
種はトラフコメツ 図 13-14
キ Selatosomus
onerosus LEwIs,
もしくはそれに近

ができた. 標本は図示したような形態を呈し, 大平
(1970) が推測したようなクロヒラタコメッキ属
Calambusのものでも , 岸井 (1985) が考えたよ
うなトラフコメツキ Setatosomus onerosusの仲
間でもな く , M lwA (1928) が記繊時に置いた
Athous属に所属するものであることが判明した.

さらに標本を詳

13, Cltiagosniu,s okinauJensis (MIwA), comb nov., ズァカツヤコ
メッキ, o''', 沖細本島 i-那産 (1'者所蔵) ; 14, Chiagosnius akashii
OHIRA, クロズッヤコメ ッキ, ,  イ11日島米原産 (筆者所蔵).

い種を指しているのではないかと考えた.
MIwA (1934) が本種の原記載に用いたと考えら
れる標本は, 現在北海道大学農学部昆虫学研究室と
台湾省農業試験場にそれぞれ1 個体が保管されてい
て, 昨年と今年の春, 両研究室を訪ね調査すること

細に調べたところ,
本種は北海道各地
に普通にみられる
キ パネ ッ ヤハ ダ

コ メ ッキ A thous
ino rna tus LEw Is
と同じ種であるこ
とが明らかになっ
た. キバネッ ヤハ

ダコメツキは, 体
長や色彩などに
変異が認められ
ているが, MIwA
(1928) はその中
で頭胸部が黒化し,
上翅会合部が暗色
を呈した大型の個
体を, 近縁の別種
と考えていたよう
である.  このこと
は, MIwA(前出) が
testaceipennisを

記載する際に, その記載文をキバネッヤハダコメ ツ
キの次に置いていることからもうかがえる.
今同調査することができた個体はともに で, 原
記載に記された性別とは一部異なるうえ, 学名も
Athous brunneipennts と Athous testaceLpen-

Tax on om ic no tes on t he Fa r Eastern Elateridae (Coleoptera) (I i )
Wataru SUZUKI, Laboratory of Entomology, Tokyo University of Agriculture, Sakuragaoka, Setagaya-ku
Tokyo 156, Japan
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Res. Inst. Formosa, Taihoku,  (65) : 262,
pl 7, fig 9 (Ishigaki Is ).

Agon tschius obscur tpes GYLLENHAL v a r .

ruficephalus M'WA, 1928, Ins. Matsum.,
Sapporo, 3 : 48 (Ryukyu Isis. : Ishigak i-
j ima; Ta i wan : Koshun) . - MIwA, 1934,
Dept. Agr., Gov. Res. Ins t . Form osa,
Taihoku, (65) :  235,  262,  pl.  7,  fig.  26
(Taiwan:  Chipon and Kuraru ;  Ryukyu
Isis. : Ir i om ote Is . and Ishigaki Is ) .
[Examined] . Syn n o v .

Chtagosnius ruftcephalus: OHIRA, 1968, Bull.
A ich i Un iv. Educ., (Nat. Sci ), l7 : 124-125.
(Ryukyu Isis. : Ishigaki)
分布: 琉球列島 (沖縄本島,  石垣島,  西表島).
Megapenthes iuuasaki i MIwA.  Holotype

(fig. 19), sex unidentified, with the following
inscription o n three labe ls : “Megclpenthes
iu)asakii det. Y. Miwa” ; “Japan Matsumura”
/ “石垣 着崎 [= Ishigaki Iwasaki] [under-
side]” ; “Holotype of Megapent1les iluasakii
MIwA,  W.  SUZUKI, 1986” (in co l l .  T a i wan
Agr. Res. Inst., Taichung; Elater idae box
n o i l ).

Agonischius obscurLpes var.  ruficephalu.s
Ml wA . LECTOTYPE (here designated) : cf''
(fig 20), with the following inscr iption on
two labels :  “ISHIGAK I Okinawaken 5-1923
S. Hi rayama” ; “Examined W. SUZUKI, 1987”
(in co l l . Hok ka ido Univ., Sapporo ;
E later idae MI wA co l l n o 9).
備考: Agonlschius obscuripes var. ruficeph-

aius MIwAのsyntypesのうち, 台湾の Koshun
で採集された雌個体 (図21) を, 台湾省農業試験
所で検することができた. この個体は, 図示したよ
うに前胸背板が顕者に台形を呈し,  日本に産するも
のとは異なる種であった.
石垣島には,  ズアカッヤコメツキによく似たクロ
ズッヤコメツキChiagosnius  akashu OHIRA,
1969 (図14) という種を産することが知られてい
るが, 頭部, 体毛ともに黒色を呈するので, 頭部と
前胸背板が赤色を呈し, 体毛が灰色をしているズァ
カッヤコメ ッキとは容易に識別することができる.

(9) Pittono tus sactta tinensis MI wAと Pi t-
tono tus flaoipennis M I wAについて

MIwA は, 1928 年に4 種の Pittonotus属のコ
メツキムシを本州と樺太から記載した.  これらの種
類は, のちにMIwA (1934) のモノグラフの中で
Pheletes属に移され, 現在ではすべてがSer ious
属に所属するものだろうと考えられている.  しかし,
この属に所属する日本の種の基準標本は, 現在各地
に散在しているので,  これまで問題を解決できずに
いた. 大平 (1963) は,  このうちPittonotus
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aenescens  MIwA の基準標本を調査したうえで,
本種をSer ious grandis NAKANE et KIsHII,
1958 とともに, Sericus fuJisanus (LEWIS, 1894)
の synonymにした. また, 大平 (前出) は, 残
りの P. sachal inensis MIwA と P flaL,ipennis
MIwAの2 種についても触れ, Ser icus fuj isanus
(LEWIS, 1894),  もしくはS brunneus montanus
(MIwA, 1928) のどちらかと同じものだろうと推測
している.
筆者は, 台湾農業試験所で,  これら 2 種の

ho1otypesを調査することができ, その結果,  と
もに日本より S.  brurmeus m o n t a n u s (MlwA,
1928) という学名で知られてきたものの変異の範略
に入ることを確かめることができた. Pittonotus
sachalinensis, P flaoipennis, P montanus の
3 種は, 同一論文で命名されたものであるが, 学名
の先取権を考えると, sachalinensisの記載べ一ジ
がもっとも甲-いので,  この学名が残り, 他の2 つは
そのsynonym ということになる.
以上,  これらのコメツキムシの学名を整理すると
次のようになる.

Ser ious (Serious) b runneus sachat inensi s
(MIwA, l928), comb et st at nov. チャイロヒ
メコメツキ (図22, 23, 24)
Pittonotu,s sac1ia l inensis MIwA,  l928,  Ins.

Matsum., Sapporo, 3: 40-41, pi t, fig 4.
(Saghal ien :  Tannai) . - MIwA,  1929,  Zoo1.
Mag.,  Tokyo,  41 :  452. [Holotype exam-
ined] .

Phe letes sachaii nensis :  MIwA,  1934,  Dept.
Agr., Gov. Res. Inst., Formosa, Taihoku,
(65) : 151. (Saghal ien : Tonnai, Konuma).

Pi t tonotus flauLpennts MIwA, 1928, Ins.
Matsum.,  Sapporo,  4:  41,  pi t,  fig 5.
(Saghalien : Konuma). -MIwA, 1929, Zool.
Mag.,  Tokyo,  41:  452.  [Holotype exam-
ined] . Syn n ov .

Pheletes fLauLpennis: MIwA, 1934, Dept. Agr.,
Gov. Inst., Formosa, Taihoku,  (65) : 151.
(Saghalien: Konuma) .

Pi t ton otus m o n t a n us MIwA, 1928, Ins .
Matsum., Sapporo, 3: 41-42, pl. l, fig 6.
(Honshu: Mt. Tsubakura in Sinano Dis-
trict). [Holotype examined]. Syn n o v .

Pheletes montarius: MlwA, 1934, Dept. Agr.,
Gov. Res. Inst., Formosa, Taihoku, (65) :
107, pl 5, fig. 1.

Se r ious brMneus:  KUwAYAMA,  1967,  Insect
F auna of the Souther n K ur i le Is lands .
Hoku-no-kai, Sapporo. p . 142 (Kur ile Isis.
: Shikotan Is ).

Ser ious br unneus montanus:  OHIRA,  1971,
Nature and Insects, Tokyo, 6 (9) : 20.
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分布: 北海道, 本州, 色丹 ; 樺太.
Pit tono tus sachali nensis MIwA. HOLOTYPE

(fig 22) :  早 [abdomen missing] , with the
following insc ription o n three label s :
“Pittonotus sachali nensts det. Y. M iwa ” ;
“Saghal ien Y.   M i wa” / “ ト ンナイ 七月 [=
Tonnai  July] [underside]” ;  “Holotype  of
Pi t tonotus sacha li nensi s M i wa W.  SUZUKI,
1986” (in co l l . T a i wan Agr icultural Reseach
Institute, Ta iwan) .

Pittonotus flauipennis MIwA.  HOLOTYPE
(fig 23) : , with the following inscription
on three labels: “Pillonotus flaυLpennis det.
Y. Miwa” ; “Saghalien Y. Miwa”/“小沼 七
月 [= Konuma July] [underside]” ; “Holotype
of Pi ttonotus flaLnpennis Miwa W . SUZUKI,
1986” (in coll. Taiwan Agr icultural Institute,
Taichung) .

Pi t tonotu.s montanus MIwA. HOLOT YPE
(fig 24) : , with the fol lowing inscription
o n fou r labe ls :  “P he letes montanus M IwA
DET. Y. MIWA” ; “JAPANALPS H. Keno”/
“ツパクラ岳 [= Mt. Tsubakura-dake]  27/VII
1924 [underside] ” ;  “Type” ;  “961”  (in col l.
T a i wan Agricultural Resea rch Institute,
Taichung) .

翻 辞
本文を草するにあたり, 三輪勇四郎博士のコメツ
キムシのコレクションを自由に調査研究する機会を
与えられた, 北海道大学農学部 虫学研究室の高本
貞夫博士, 研究室滞在中いろいろお世話になった諏
訪正明博士, 大原昌広氏に対し心からお礼中し上げ
る.

Su m m ary
In the p resent p a pe r , four F ar E as ter n

species of the family E later idae a r e dea l t
w i th. The type series of the eight Japanese
and Sakhal in forms, A thous tnornatus LEwIs,
Megapenthes obscurLpes var.  ruficephalus
MIwA, Athous testaceipennis MIwA, Athous
sutu ra l is CANDEzE, Megapenthes iu jasak i i
MIwA,  Pittonotu,s sachalinensis MIwA, Pit-
t o n o t u. s f lauipennis MIwA and Pi t tonotus
montanus MIwA are examined and lectotypes
are designated for the first two forms.

6) Athous testaceipennis MlwA is syno-
nymized with Athous tnornatu,s LEwIs.

7) Athous sutura lis CANDEzE is tr ans-
fer red t o the genus Harminathous Kl sHII .
Harmirtathous nakanei KIsHII is synonym-
ized wi th sutura l is. Thegenus Harminathous
is closely related to the subgenus Megathous
REITTER of the genus Earminius, but can be
distinguished by the simple shape of apical
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por tion of paramere (in Megathous, it is
strongly enlarged) .

8) Megapenthes ok inau,ensi s MI wA i s
t ransferred to the g e n us Chiagosnius
FLEUTIAUx.  Megapenthes i u)asaki i MIwA
and Agonischius obscurtpes v a r .

ruficephalus MIwA are  synonymized  with
ok in auuens is.

9) P i t ton otus sacha l inensi s MIwA is
t ra ns fer red to the genus Ser icus EscHscHoLTs
and treated as a subspecies of Ser ious brun-
n e u s (LINNE).  Pi ttonotus jtavipenrus MIwA
and Pi t tono tus m ontanus MI wA a r e s yno-
nymized with sachali nensis.
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0 ミ ドリマメゴモクムシ北海道の記録

ミ ドリマメゴモクムシSteno1ophus difficilis
(HOPE) は日本 (本州, 四国, 九州, 琉球), 朝鮮
半島, 中国, 台湾に分布し, 北海道からは来記録で
あった. 関東地方では耕作地や草地等に見られ, 燈
火にもよく飛来するが, 本州北部ではあまり多くな
いようで北限は秋田県及び岩手県であった.
者らは, 今同北海道南部の渡島半島産の本種の

個体を検することができたので報告しておく.
1頭, ae,田郡大野町本町, 6. vi i i984, 佐藤謙
水島俊一採集 (黑沢強保管).
者の一人, 黒沢は光源による「P虫類採集調査を

行っているが, 今同の個体は,  この調査の一環とし
て'11.沢の依頼により道南農業試験場内に設置された
誘殺燈に飛来したii!rt類の中から見い出したもので
ある. 誘殺燈設置場所周辺の環境は, 単純で作物耕
作地であった. 採集結果は, 同属のマメゴモクムシ
S fuluicornisが多数得られたのに対し, 生息個
体数が少ないこと, あるいは発生時期によるためか,
本種はわずかに1 頭が得られただけであった.
文来ながら, ‘調査を実施し標本を恵与して下さっ
た佐藤謙, 水島俊一両氏, 本種に関しご教示下さっ
た笠原須磨生氏に深謝する.
(北海適旭川市, 松本英明; 」ヒ海通江別市, 黒沢強)
0 ヵクムネヒメハナカミキリの生態に関する一知見
者は1978 年8 月7 日, 長野県八ケ岳を訪れた

際, 林床の石下より,  カクムネヒメハナカ ミキリ
Pidonia bouυier i Pieを採集しているので報告し
ておきたい. 採集地点は, 本沢温泉より数白メート
ルほどミドリ池方面に寄ったキャンプ地の近くで,
林床の石を起して歩行虫類を採集していたところ,
長さ60センチ, 幅30センチほどの, ほぼ長円形の
石下に本種を見出したものである. 石の下面はほぼ
平らで地面に密着しており, すき間からもぐり込め
るような状態ではなく , 石下の地面に期室と思われ
る直径数ミリの穴を堀って, その中に入っていた.
蛹室? は地面に対し30~45 度程度の傾きをもち,
成 は頭部を上方に向け, 石を起した時に触角, 頭
部がよく見えるような状態であった.
当地は, 針葉樹を中心とし,  カンパやナナカマド
などが生育しており, 登l l l道の両側はやや高く盛り
あがっていて, 石は,  この盛りあがった部分にあっ
た. 林床は登Ill道より一段低くなって湿地状を呈し,
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山地性のミ ズキ' ワゴミムシ類が多数生息している.
ナナカマドは開イt‘期で本種を始めとする多数のヒメ
ハナカミキリ類が訪花しており, かなり太い針集樹
の立枯れの根際には, 少ないながら本種の雌が見ら
れた. 末尾ながら本報の発表を勧めてくださった窪
木幹夫氏にお礼中し上げる.

(神奈川県川崎市, 田尾美野留 )
0相模大山でクロホシモモプトハムシを採集
クロホシモモブトハムシ Zeugopんera chuJoi

OHNo は福島県飯豊川入の標本に基づき大野によりi961 年に記載されたハムシである.
その後 1973 年に平野* により箱根神山で原記載
以来初めて記録された. その後しばらくその記録を
みなかったが, 昨年, 本元* ' により北海道留辺薬
で記録された.
この様に非常に採集例の少ない種の様に思われる.
今回筆者は下記の通り複数の個体を採集したので報
告する.

5頭, 神奈川県伊勢原市相模大l l l, 4. v. 1987.
Zeugophora属のハムシは我が国に9 種産するが
そのホストの判名しているものは全てニシキギ科の
マユミかニシキキ'であるが本種は同じニシキギ科の
マサキを ビーティングして採集することが出来た.
現地で実際に摂食している所は観察することが出来
なかったが明らかに食痕と思われる跡がいくつも確
認出来た. 来 ながらご多忙中にもかかわらず本種
を確認下さり種々 有益なるご教示をいただいた小宮
義障博士に心よりお礼申し上げる.

*平野幸彦 (1973) 月刊むし, (33), p 55.
* KIMoTo, S. (1986) Ent. Rev. Japan, 41,

p. 124. (東京都大田区, 和泉敦夫 )

◇ 原稿募集 ◇
今夏の採集調査や研究の成果はいかがでしょうか.
会員各位のご投稿をお持ちしております. (編集部)

甲虫 _話会
会費 (ーケ年) 3000 円, 次号は10月下旬発行予定

投消〆'切は8 月31 日
発行人 上野俊一
発行所 甲虫談話会 東京都台東区上野公園
国立科学博物 物研究部内
電話 (364) 2311, 振替東京 0-60664
印刷所 創文印刷工業株式会社

昆虫の器具は「志資昆虫」へ
口本ではじめてできた有頭 虫針 ! !
1, 2, 3, 4, 5号 (各号100本180円)
なお, 有頭t100,0号もできました。 その他, 採集,
標本整理用各極器具も取描えてあります。
〒 l50  東京都渋谷区渋谷1 丁目7 - 6
電 話 (03) 409 -6401 (ムシは一ばん)
振 替 束京 21129

志賀 .昆虫普及社

タツミの昆虫採集器具 '

ト'イッ型標本純 木製大 ￥ 5,000, 相合板製
イ ンロー型標本縮中￥1,700, 送料一補にっき都
内及第一地帶: 3 個以下￥1,300,  4 個以上￥850
(以下同様), 第2 地帯￥1,500,  ￥950, 第3 地帶
￥1,700, ￥1,050, I t他, 各種器具, 針などを製作
販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥60)

タ ツ ミ   製  作 所
〒 113 東京都文京区湯島2-212-25

電 話 (03)811-4547, 振替 6-113479


